
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

兵
庫
を
皮
切
り
に
十
三
か
所
で

開
催
さ
れ
る
、
巡
回
展
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

こ
れ
だ
け
多
く
の
会
場
で
巡
回

展
と
し
て
展
覧
会
が
開
催
す
る
の
は

公
募
団
体
で
も
例
を
見
ま
せ
ん
。 

展
覧
会
の
開
催
に
は
非
常
に
多

く
の
準
備
が
必
要
で
す
。
各
支
部
の

皆
さ
ん
の
熱
心
な
活
動
あ
っ
て
こ
そ

出
来
る
事
業
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
中
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
其
々
苦
心
さ
れ
て
の
開
催
で

し
た
。 

ど
の
巡
回
展
で
も
思
い
が
け
な
い

入
場
者
数
等
、
嬉
し
い
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

２０２２年度 

（通算 NO３１） 

般社団法人 

〇 巡回展報告 
 
 

裏面 〇＜特集＞ 熊本公募展について 
 
 
 

国立新美術館での七十五周年記念示現会展が閉幕して８日後には

兵庫での巡回展が始まりました。それぞれ巡回展の開催には大変

なご苦労がありますが、特に兵庫の皆さんには改めて「お疲れ様」

を言いたいと思います。 

さて、裏面では今年も巡回展の会期に公募展を実施する支部が多

いのですが、例年１００名近い出品者が集まる熊本を取り上げてみま

した。 

 

 

一般社団法人 

２０２２・６・２０ 

般社団法人 

. 

事務所 ☏ 03-3824-9128 

般社団法人 

兵庫展 
本展を終えて１０日と空けず、４月２７日から５月１日まで

兵庫展が開催されました。 
会場が昨年と変わったことに加え、例年にない不安定な

天候の幕開けで入場者数を心配していましたが、１０００人
を超える鑑賞者があり喜んでいます。 
 また、巡回作品はもちろんのこと、支部公募展も質の高い
作品がそろい、うれしい限りでした。入賞者には来年の本
展出品を勧めたと思います。井上先生には展示指導の他、
公募展出品者や支部員の作品の講評を丁寧にしていただ
き、実のある巡回展となりました。 

兵庫支部長 高見雅裕博 
 

岐阜展 
5 月の大型連休中に岐阜県美術館で第 75 回示現会岐

阜展を開催しました。本部の錦織重治先生に展示指導と初
日開会式の作品指導をしていただきました。支部会員それ
ぞれに懇切丁寧な作品指導と今後の制作のヒントとなるアド
バイスを多くいただきました。同時に主催者の岐阜新聞の取
材もあり、和やかな雰囲気のうちに岐阜展が開幕しました。
連休中の開催で入場者数はやや控えめの2000名弱。開会
初日に第１回新役員会を行い、会員増や岐阜支部活性化等
の諸課題解決に、月例役員会を開催して取り組むことを決
めました。 

岐阜支部長 内木健二 
 

福岡展 
75 周年記念展も昨年と同様に、コロナ禍の影響を受け

ての開催でしたが、入場者は 74 回展より大幅な増加で、
活気あふれる展覧会になりました。示現会 75 周年のあゆ     
みはテーブルで展示しました。75 年間の示現会の重みが
伝わり来場者の方々も熱心に見入っておられました。「75
周年記念示現会 福岡賞」を篠原裕輔先生が受賞さ 
れました。 
        福岡支部担当  党美智代 

 

福岡賞を受賞された篠原先生
を囲んで記念撮影 

７５周年の歩みの展示 

井上常務理事による作品講評 

錦織常務理事に
よる作品の講評
と会場風景 

 
 

旅路のコースに巡回展を入れ
てみませんか。また知人などに
も案内を！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

熊本では巡回展と、同時期に公募展も開催されま
す。公募展では、例年１００名前後の応募があり、
新聞等でも大きく取り上げられます。 
大勢の応募者がある熊本の公募展について紹介し
ます。 
 

写真の 

裏面 

「第１０回熊本示現会公募展を終えて」支部長 小材啓治 
 一般社団法人化に伴い支部活動も地域での文化貢献度が問われる

ようになり、本部からの公募展補助金制度も始まりました。 

 そこで熊本支部では１０年前に共催の熊本日日新聞社に相談、快諾

を得て実施に踏み切りました。後援や賞のお願いや印刷、配布、審査会

の実施、出品者への通知、目録作成、新聞掲載、賞状の作成、印鑑貰

い、表彰式、選外者への作品返却と対応、作品展示、会期中の当番な

ど。支部員みんなで協力して取り組んでいます。公募展の方は巡回展

対応の何倍もの時間と労力と神経を使うことになります。 

 毎回神経を使うのは入落審査です。例年１００名前後の出品がありま

すが、会場の関係で全員入選というわけにはいきません。今年は昨年

より１０名少ない９８名の出品で作品数１１４点でした。 

 精一杯入選数を増やして８８点を入選としました。それでも１０名の選

外が出ました。選外作品の引き取りの対応は本当に気が重いです。 

 今年もグランプリの熊本示現会賞は高校生でした。高校生のグラン

プリは２年連続です。 

 現在、熊本支部にはこの公募展での受賞経験者で入会した人が７名

います。示現会展でも入賞するなど活躍しています。 

 

熊本展 
「示現会展いいね～。

みんな頑張ってるんだ
ね。」と他団体の方から
の言葉がありました。相
変わらずのコロナ禍の
中でしたが、県内では今
年初の巡回展とあって
多くの観覧者でした。早
朝より展示指導をしてい
ただきました佐藤常務理
事、また作品をご提供い
ただきました先生方に感
謝申し上げます。 
熊本支部長 小材啓治 

北九州展 
コロナ禍で中止が続き、３年ぶりの北九州展の開

催でした。入場者数は９５３人と少し伸び悩みました
が、多くの方が楽しみにしてくださっており、「絵を観
ることで沈んだ気持ちが明るくなった」、「心が癒され
た」等、沢山の温かい言葉を頂くことが出来ました。
又、第 1回北九州公募展を開催し、22名合計 26点
の作品を展示。14歳から 89歳と幅広い年齢の方の
意欲的な作品が多く並びました。とても有意義な 6日
間を終え、お力添えくださった多くの方に感謝し、気
持ち新たに前進してまいりたいと思います。 

北九州支部 事務局   角 忍 

九州地域での其々の巡回展には福
岡、熊本、北九州支部の方々が初日
に大勢集まります。九州地域の団結
の強さが感じられます。 

公募展審査
会場の様子 

公募展会場 

多くの支部で公募展を開催していま

す。どこの公募展でも応募者の数、公

募展と示現会展とのつなぎ、費用等

問題を抱えているようです。それぞれ

の支部での状況を今後の事務局だ

よりで取り上げてみたいと思っていま

す。 


